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　第２部　基本計画　　　　

第１章　まちづくり重点プログラム

第２章　基本計画の体系

第３章　分野別計画



第
２
部

16 17

基
本
計
画

まちづくり重点プログラム第１章

　まちづくり重点プログラムは、将来都市像の実現に向けて各分野の施策を横断的に連携させ、
効果的かつ重点的に取り組むため有機的に結び付けたものです。
　後期基本計画では、社会の潮流や市民意識調査の結果を踏まえ、３つのプログラムを掲げまし
た。このプログラムを着実に推進することにより、誰もが住んでみたい（移住）、いつまでも住
み続けたい（定住）と思うまちをつくります。

　母子保健サービスの充実をはじめ、子育て環境と保育サービスの充実を図り、妊娠期から子育て期
にわたる切れ目のない子ども･子育て支援体制を構築します。また、安心して学べる教育環境を整備
し、地域と連携しながら特色ある学校づくりを推進するとともに、グローバル教育の推進による人材
育成など本市の特色ある教育を充実させます。さらに、高齢者や障害者を地域で支え合う体制づくり
や生涯学習、スポーツの支援を充実させるとともに、誰もが性別や国籍などを越えて互いを尊重し合
い、自分らしく生き生きと暮らせる環境づくりを推進します。

夢・希望応援プログラム

■�健康づくりと疾病予防の推進
■�高齢者福祉の充実
■�幼児・学校教育の充実
■�教育施設の充実
■�人権の尊重

■�子ども・子育て支援の充実
■�障害者福祉の充実
■�生涯学習の振興
■�スポーツの推進
■�男女共同参画社会の確立

将来都市像

夢ふくらみ　安心して暮らせる　元気都市　いせさき

まちづくり重点プログラム

くらし安心プログラム

市民の生命と財産を守り、いつまでも
安心・安全なまちをつくります。

夢・希望応援プログラム

誰もが健康で、いつまでも夢や希望を
持って暮らせるまちをつくります。

魅力向上プログラム

地域経済を活性化し、いつまでも魅力
あふれる元気なまちをつくります。

◇�関連する施策�◇
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まちづくり重点プログラム第１章

　伊勢崎駅周辺の土地区画整理事業の推進と併せ、中心市街地の賑わいを創出するとともに、コミュ
ニティバスなどの公共交通を市民の足として充実させ、交通利便性の向上を図ります。また、地域の
特性や資源を活用した農業や観光などの振興に取り組み、本市の魅力を発信して交流を推進するとと
もに、企業誘致の推進や地元産業の活性化により地域経済を発展させます。さらに、地域コミュニテ
ィの活性化を図るとともに、ＮＰＯやボランティアなど市民との協働によるまちづくりを推進します。

　近年各地で多発する地震や集中豪雨などの自然災害に備えるとともに、日常の防犯体制や消防・救
急体制、医療体制の充実を図り、総合的な危機管理体制を強化します。また、地球温暖化対策など環
境負荷の低減を図り、持続可能な低炭素・循環型社会を構築します。さらに、自治体経営において
は、公共施設の計画的な維持管理など効率的で効果的な行政運営を推進するとともに、自主財源確保
の取組などによる安定的な財政運営を推進します。

魅力向上プログラムくらし安心プログラム

■�魅力ある市街地の整備
■�持続可能な農業の振興
■�企業誘致の推進と雇用の促進
■�市民との協働によるまちづくり

■�公共交通ネットワークの確立
■�活力ある商工業の振興
■�魅力ある観光の振興
■�国際交流・国内交流の推進

◇�関連する施策�◇
■�地域医療体制の充実
■�災害に強いまちづくり
■�消防・救急体制の充実
■�効率的で効果的な行政運営の推進

■�危機管理体制の充実
■�防犯対策の強化　
■�良好な地域環境の保全
■�安定的な財政運営の推進

◇�関連する施策�◇
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基本計画の体系第２章

ま
ち
づ
く
り
の
大
綱

将
来
都
市
像

夢 ふ く ら み 　 安 心 し て 暮 ら せ る 　 元 気 都 市 　 い せ さ き

基
本
政
策
　
（5）

１ ２ ３ ４ ５

市民が健康で生き生き�
暮らせるまちをつくる

市民と産業を支える�
力強いまちをつくる

市民が安心してやすらかに�
暮らせるまちをつくる　　

市民が自ら学び豊かな�
心を育むまちをつくる

市民と協働して自立�
したまちをつくる　

分
野 健康・医療 福祉 都市基盤 産業・観光 安心安全 環境 教育 生涯学習・スポーツ・文化 協働・共生 行財政

政
策
　
（10）

１ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２

い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮�

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

子
育
て
し
や
す
く
自
立�

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を�

つ
く
る

快
適
に
生
活
で
き
る
基�

盤
を
つ
く
る

活
力
あ
る
産
業
と
に
ぎ�

わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ�

く
る

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら�

せ
る
環
境
を
つ
く
る

や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る�

人
に
優
し
い
環
境
を
つ�

く
る

子
ど
も
の
生
き
る
力
を�

育
む
ま
ち
を
つ
く
る

生
涯
に
わ
た
り
心
身
を�

育
む
ま
ち
を
つ
く
る

市
民
と
共
に
協
働
・
共�

生
の
ま
ち
を
つ
く
る

自
立
し
た
都
市
経
営
を�

確
立
す
る

施
策
　
（41）

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 5 6 7 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 5 6 １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ 5 １ ２ ３ ４ １ ２

健
康
づ
く
り
と
疾
病
予
防
の
推
進

地
域
医
療
体
制
の
充
実

医
療
・
年
金
制
度
の
円
滑
な
運
営

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

地
域
福
祉
社
会
の
構
築

高
齢
者
福
祉
の
充
実

障
害
者
福
祉
の
充
実

適
正
な
土
地
利
用
と
良
好
な
景
観
形
成

魅
力
あ
る
市
街
地
の
整
備

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

道
路
の
整
備
と
管
理

適
切
な
生
活
排
水
処
理
の
推
進

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給

良
好
な
居
住
環
境
の
形
成

持
続
可
能
な
農
業
の
振
興

活
力
あ
る
商
工
業
の
振
興

企
業
誘
致
の
推
進
と
雇
用
の
促
進

魅
力
あ
る
観
光
の
振
興

危
機
管
理
体
制
の
充
実

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

防
犯
対
策
の
強
化

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

交
通
安
全
対
策
の
推
進

消
費
者
保
護
対
策
の
充
実

良
好
な
地
域
環
境
の
保
全

ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化
の
推
進

水
と
緑
の
空
間
の
形
成

幼
児
・
学
校
教
育
の
充
実

児
童
・
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
育
成

中
等
教
育
学
校
教
育
の
充
実

生
涯
学
習
の
振
興

青
少
年
の
健
全
育
成

文
化
財
の
保
存
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承

教
育
施
設
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

人
権
の
尊
重

男
女
共
同
参
画
社
会
の
確
立

国
際
交
流
・
国
内
交
流
の
推
進

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
の
推
進

安
定
的
な
財
政
運
営
の
推
進




